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教育ICTの役割・課題と総務省の取組

①クラウド

②ネットワーク

③サポート体制

多様なデジタルコンテンツを、児童生徒や教職員が、端末やOS、時間や場所を問わず活用可能な「教育クラウド・プラットフォーム」

の構築（先導的教育システム実証事業 H26’～H28’）

→ 校務系システムとの連携によりデータ利活用を推進し、個に応じた指導や、学級・学校経営を改善・充実。
（スマートスクール・プラットフォーム実証事業 29’予算2.2億円 30‘要望額3.0億円）

１ ICT活用が果たす役割

○ ネットワーク環境
・ Wi-Fi 普通教室の26.1%  / インターネット接続回線速度 100Mbps以上の学校 38.4％

○ 利用システム（端末・機器及びそれらの管理システム）
・ 教育用コンピュータは児童生徒6.2人に１台 / 電子黒板の配備は普通教室の21.9%
・ 家庭学習でのICT活用は進まず（宿題でPCを活用する者の割合はOECDで最下位）

○ 教員のICT利活用への支援、良質で低廉なコンテンツの提供
○ 学校外での地域と連携したIoTに関する学びの場の提供

２ 教育ICTの現状と目標

３ 総務省における教育ICT関連の主な取組（H30年度要望）

(2015.3総務省 ＩＣＴドリームスクール懇談会)

天

地

人

(1)21世紀の社会を担う
人材育成への貢献

(2）全ての子供たちへ
の教育の機会の保証

(3)地方創生と
経済活性化への貢献

（2020年度に達成すべき指標）

クラウド上の教材等を活用可能な学校、
地域人材等を活用したプログラミング教
育を実施可能な学校を、100%に

地域IoT実装推進ロードマップ(2016.12)

学校でのプログラミング教育を通じてIoTへの興味・関心を高めた児童生徒に対し、学校外での地域と連携した
発展的・継続的に学べる環境づくりに資するガイドラインを策定する。

（地域におけるIoTの学び推進事業 30‘要望額 5.0億円）

※ 本年３月、３省（文科・総務・経産）と民間で「未来の学びコンソーシアム」を設立。教材開発や支援人材の育成・派遣等を実施。

１

災害時の必要な情報伝達手段を確保する観点から、防災拠点等におけるWi-Fi環境の整備を行う地方公共団
体等に対し、その事業費の一部を補助。（公衆無線LAN環境整備支援事業 29’予算31.9億円の内数 30‘要望額20.0億円）



整備箇所数：推計２９，０００箇所
（箇所数は調査中）

地域ＩｏＴ実装推進ロードマップの全体像
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２０１６年度 ２０１７年度 ２０１８年度 ２０１９年度 ２０２０年度
（達成すべき指標）

翻訳システム
導入機関数：１００

システム実装地域数：
３００

テストベッド整備数：１０
テストベッド利用者数：１００

実装医療圏数：
15程度（2017）～順次拡大（2020）

患者数：実装医療圏人口の5%

実装主体数：８０団体
利用者数：３０万人

明確化するルールの数：２０
参照モデルの実装数：５０

実証実験の結果を踏まえ検討

実証フェーズ 実装フェーズ

クラウド上の教材・地域人材等
を活用したプログラミング教育
を実施可能な学校：１００％

普及展開

普及展開

観光クラウドの優良事例の創出・成功モデルの普及展開

クラウド型医療情報連携ネットワーク（ＥＨＲ）の高度化・実装

ICT環境等の整備促進

社会実装に向けた取組の推進

普及展開

モデルの地域実装、ルールの整備、働きかけ等

実践的サイバー防御演習

スマート農業・林業・漁業モデルの優良事例の創出・成功モデルの普及展開

学習系システム標準化
ガイドブック発行

校務系・学習系クラウド間の連携実証・標準化

個人の医療・介護・健康情報を時系列的に管理できるPHRの実
現に向けたアプリケーション及びプラットフォームの開発

農業情報に関する
ガイドラインの策定

共通クラウド基盤の構築・機能拡大、地域実証

多言語音声翻訳技術の研究開発・技術実証

ＩｏＴサービス創出のための地域実証を通じた参照モデル構築、ルール明確化等

大規模実証・改善

Ｗｉ－Ｆｉ整備計画の策定

世界に先駆け５Ｇ実現
５Gシステム総合実証試験

５G
実現

教 育

働き方

地域ＩｏＴ
分野別モデル項 目

ネットワーク

観 光 おもてなしクラウド

観光クラウド

多言語音声翻訳

農林
水産業

ＩｏＴ基盤

セキュリティ

参照モデル構築・ルール整備等

ＩｏＴテストベッドの整備・供用、新たな電気通信技術の開発・実証
テストベッド
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医療情報連携
ネットワーク（ＥＨＲ）

利活用ルール

スマート農業・
林業・漁業モデル

教育クラウド・
プラットフォーム

プログラミング
教育
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地域で活動する企業におけるICT端末・
サービスの利活用状況を全国区に展開

する企業と同程度まで引き上げ
地域ビジネス活性化モデルの優良事例の創出・成功モデルの普及展開

地域ビジネス
活性化モデル

域
外
売
上
増

生
産
性
向
上

観
光
消
費
増
加

観
光
客
増
加

人
材
の
育
成

次
代
を
担
う

・
格
差
是
正

教
育
の
質
的
向
上

労
働
力
不
足

人
口
減
少

商
店
街
の
衰
退

地
域
内
売
上
減
少

受
入
環
境
の
整
備

地
域
の
観
光
情
報
発
信

ポイント導入自治体数：
１，３０３

普及展開マイキー
プラットフォーム
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官民コンソーシアムによる教材開発・指導者育成等の推進、ＩＣＴ環境等の整備促進
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関係制度整備等

関係省庁と連携したガイドラインの検証・全国普及

システム実装団体数：１５０

５G研究開発、標準化活動、連携団体の活動支援

公共的な防災拠点等におけるＷｉ－Ｆｉ整備の推進、
整備計画の更新

地域実証

運用都道府県数：全都道府県
情報伝達者数：１，０００

高度化実装都道府県数：１５高度化システムの普及展開

20１８年度末を目途に全国運用開始、情報伝達者の参加促進、情報内容の拡充、平時の体制強化

災害情報の視覚化、多様なメディアとの連携防 災
Ｌアラート

Ｇ空間防災システム
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地
域
防
災
力Ｇ空間を活用した地域防災システムの普及展開 システム実装自治体数：１００

医療・介護・健康デ
ータ利活用

モデル(PHR)

テレワーク

※「子育て支援」については、各種会議等の状況を踏まえ、今後追加を検討。

テレワーク導入企業数：３倍
雇用型在宅型テレワーカー数：

１０％以上
整備箇所数：１００箇所

地域の雇用創出：1,600人
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サイバーセキュリティ確保のための対応体制強化

ナショナルサイバートレーニングセンター（仮称）による人材育成

脆弱なIoT機器に関する
国民及びメーカへの周知徹底

テレワークの普及展開

ふるさとテレワークの普及展開

演習受講者数：年間３，０００人以上

政策目標

２



施策名 概 要
平成２９年度

予算額
（百万円）

平成３０年度
要望額

（百万円）
備考

①スマートスクール・プラッ
トフォーム実証事業
（継続）

児童生徒等が用いる授業・学習系システムと、教職員が用
いる校務系システムとの安全かつ効果的な情報連携方法
等について、文部科学省と連携しつつ実証し、データ利活用
による教育の高度化、学校経営の効率化等を推進。

224 300 先導的教育シス
テム実証事業を
更に発展

②公衆無線ＬＡＮ環境整備
支援事業
（継続）

災害時の必要な情報伝達手段を確保する観点から、防災拠
点等におけるWi-Fi環境の整備を行う地方公共団体等に対
し、その事業費の一部を補助。

3,194
の内数

2,005
の内数

指定避難所・避
難場所の学校も
補助対象

③地域におけるIoTの学び
推進事業
（新規）

クラウドや地域人材を活用した、プログラミング教育の実施
モデルを実証。平成32 年度以降の学校教育での必修化も
踏まえ、①多種多様な教材等（障害児や顕著な才能を示す
子供に対応するものを含む）の開発、②教材、指導者、ノウ
ハウ等の情報を共有・活用可能となるポータルサイトの構築
等を実施。

(152) 499 プログラミングを
中心とするIoTに

関する学びを提
供

総務省 平成30年度概算要求 主な教育関連施策 ３



文部科学省と連携し、教職員が利用する「校務系システム」と、児童生徒も利用する「授業・学習系システム」間
の、安全かつ効果的・効率的な情報連携方法等について実証。「スマートスクール・プラットフォーム」として標
準化し、全国の学校に普及。併せて、その円滑な運用基盤となる、次世代ネットワーク環境についてガイドライ
ンを策定。 【H30要望額：3.0億円】

①スマートスクール・プラットフォーム実証事業

○ 総務省では、①校務系システムについて、クラウドサ
ービス提供事業者向けガイドラインを整備するとともに、
提供事業者が異なるシステム間での情報連携を実現、②
授業・学習系システムについても、提供事業者が異なる
システム間での情報連携等を今年度中に実現予定。

○ 一方、両システムは、セキュリティ確保等の観点から
分離され、情報連携がなされていないため、①データ利
活用による、エビデンスに基づく教育・経営は進まず、②
紙での出力・手入力やUSBでの受渡など、非効率な業務
を招き、紛失等による個人情報流出事故も発生。

○ 日本再興戦略2016では、「個々の子供に応じた多様
な教材など処理するデータ量が従来より飛躍的に増加す
る傾向や、校務支援システム等と一体的に機能すること
が求められる点なども勘案しながら、2020年以降の教育
現場に求められる実用的・効果的な IT 環境を整備」、「IT 
等の活用により多忙な雑務から教員を解放し、教員の負
担軽減と授業に向き合う時間確保を図る」等とされている。

【これまでの取組・現状】 【目標・成果イメージ】
○ 学校現場におけるICT環境整備・データ利活用が加速し、

個々の子供に応じた指導、エビデンスに基づいた学級・学校
経営が充実

○ 教職員の業務効率化、テレワークを含む働き方改革が図
られ、教育の質向上、家庭・地域との連携が進展

○ 学校現場が異なる事業者のシステムを自由に組み合わせ
ることが可能となり、事業者間の競争によるサービス向上、
コスト低減が促進

４



②公衆無線LAN環境整備支援事業

○ 「観光・防災Wi-Fｉステーション整備事業（平成26

～28年度）」等により、地方公共団体等がＷｉ－Ｆｉ

環境の整備を行う場合に補助を実施。

（約1,600箇所に対して補助を実施）

【これまでの取組・現状】 【目標・成果イメージ】
○ 「防災等に資するWi-Fi環境の整備計画」（平成28年12

月）に基づき、平成31年度までに約３万箇所の防災拠点

等におけるWi-Fi環境を整備することで、災害時において、

携帯電話等が輻輳のため利用できない場合でも、地域住

民や来訪者のための情報収集・伝達手段を確保する。

防災拠点（避難所・避難場所、官公署）及び災害発生時の情報伝達手段の強化が望まれる公的な拠点（博物館、
文化財、自然公園等）においてWi-Fi環境の整備を行う地方公共団体等に対し、その費用の一部を補助。

※事業主体：財政力指数が0.8（３か年の平均値）以下又は条件不利地域注1の普通地方公共団体・第三セクター

補助率：１／２（財政力指数が0.4以下かつ条件不利地域注1の市町村については２／３）
注１：条件不利地域（過疎地域、辺地、離島、半島、山村、特定農山村、豪雪地域）

伝送路設備

制御装置
（センター設備等）

無線アクセス装置
（IEEE802.11ac対応Wi-Fi）

電源装置

Wi-Fiのメリットとして、災害時には、携帯電話等が輻輳のために利用
できない場合でも、情報収集が可能

ラジオや防災行政無線等の片方向の情報伝達手段と異なり、被災者
のニーズに応じた情報収集が可能

避難場所・避難所注2 官公署

文化財
案内所自然公園・都市公園 博物館

防災拠点、災害対応の強化が望まれる公的拠点

８

【H30要望額：20.0億円の内数】

注２：避難所・避難場所に指定されている学校については、体育館、グラウンドや、移動制約者に配慮して特別教室（図書室、視聴覚室、技術・家庭科室、多目的室等）等への
Ｗｉ－Ｆｉ設備が対象。 普通教室は、対象外（「教育のＩＴ化に向けた環境整備４か年計画」に基づく地方財政措置が講じられている）。
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http://www.google.co.jp/imgres?sa=X&biw=1280&bih=618&tbm=isch&tbnid=PJuhDKTpfnFGDM:&imgrefurl=http://www.jtb.co.jp/kokunai_htl/list/A12/47/4701/470101/8715071/photo.html&docid=H185-l5blk7vsM&imgurl=http://dom.jtb.co.jp/yado/photo2/LL/8/8715071/87150711000000235.jpg&w=400&h=300&ei=bgxqUuiDMOSDjALy4IHgDQ&zoom=1&iact=rc&page=2&tbnh=143&tbnw=207&start=24&ndsp=28&ved=1t:429,r:37,s:0,i:197&tx=83&ty=56
http://www.google.co.jp/imgres?sa=X&biw=1280&bih=618&tbm=isch&tbnid=PJuhDKTpfnFGDM:&imgrefurl=http://www.jtb.co.jp/kokunai_htl/list/A12/47/4701/470101/8715071/photo.html&docid=H185-l5blk7vsM&imgurl=http://dom.jtb.co.jp/yado/photo2/LL/8/8715071/87150711000000235.jpg&w=400&h=300&ei=bgxqUuiDMOSDjALy4IHgDQ&zoom=1&iact=rc&page=2&tbnh=143&tbnw=207&start=24&ndsp=28&ved=1t:429,r:37,s:0,i:197&tx=83&ty=56
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2020年度からのプログラミング教育の必修化を通じて、IoTへの興味・関心を高めた児童生徒が、IoTについて
継続的・発展的に学ぶことができるように、企業や地域住民による学習機会（地域IoTクラブ（仮称））の手法を
確立し、先端IoT人材の育成を促進。 【H30要望額：5.0億円】

③地域におけるIoTの学び推進事業

【これまでの取組・現状】
○ H28年度から「若年層に対するプログラミング教育の普及

推進」事業において、プログラミング教育の標準的な実施モ
デルの実証を35都道府県（85校）において実施、平成29年
度には障害のある児童生徒向けモデルを実証する。

○ 「未来投資戦略2017」において、学校でのプログラミング教
育を通じてIoTへの興味・関心を高めた児童生徒が、地域に
おいて発展的・継続的に学べる環境づくりに資するガイドラ
インを策定することとされている。

【目標・成果イメージ】
○ 全国展開の核となるモデルクラブを育成・確立するための

実証を行い、クラブの設置・運営に関するガイドラインを策
定。

○ メンターの能力向上・経験共有によりクラブの中心となる
人物を育成。

○ これらにより、ＩｏＴへの興味・関心を高めた児童生徒が、
誰でもどこでも発展的・継続的に学べる環境を作り、先端Ｉｏ
Ｔ人材の育成に資する。

【先端IoT人材の育成イメージ】 【ガイドラインのイメージ】

６
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